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日61 ロタ島 太平洋ミクロネシアの北マリアナ諸
‐ 島にある小さな島 (面積約86平方キロ布)。 チャ
モロ人ら先住民に加えて、大航海時代の16世紀以降、
スペイン、 ドイツが入って島を支配。第一次世界大戦
(1914～ 18年)の後、日本の統治 (国際連盟による委

任統治)が45年まで続いた。現在の人口は約1500人。

サイパン、テニアンなどとともにアメリカの自治領

「」ヒマリアナ諸島連邦」を構成している。
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日
本
統
治
下
の
南
洋
群
島
で

「国
産
」
の
コ
ー
ヒ
ー
づ
く
り

を
目
指
し
た
男
た
ち
の
物
語
を

書
き
た
い
と
思
う
。

『南
洋
珈
琲

（※
会
社
表
記

は

「
コ
ー
七
―
」
と
も
）
株
式

会
社
』
と
い
う
企
業
が
、
昭
和

１３

（１
９
３
８
）
年
刊
の
『南

洋
関
係
会
社
要
覧
』
に
掲
載
さ

れ
て
い
る
。
設
立
は
大
正
１５

（１
９
２
６
）
年
、
本
社
は
大

阪
市
ハ
社
長
と
し
て
「偲
田た多た

次し難
」
の
名
が
あ
った
。

事
業
内
容
は

「珈
琲
ノ
栽
培

製
造
販
売
」
。
支
社
が
南
洋
群

島
サ
イ
パ
ン
島
の
中
心
街
ガ
ラ

パ
ン
に
あ
り
、
南
の
小
島
・
ロ

タ
島
に
も
進
出
す
る
。

同
社
相
談
役
に
、
南
洋
興
褒

（南
興
）
社
長
で

〃シ
ュ
ガ
ー

キ
ン
グ
〃
の
異
名
を
と
っ
た
松

江
乱
拠
が
名
を
連
ね
て
い
る
か

ら
、
南
方
で
手
広
く
事
業
を
手

掛
け
て
い
た
南
興
も
同
社
に
関

わ
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
。

南
洋
群
島
で
日
本
人
が
つ
く

る
コ
ー
ヒ
ー
は
実
際
に
ど
れ
ほ

ど
の
規
模
だ
っ
た
の
か
。
南
洋

の

〃
コ
ー
ヒ
ー
・
ド
リ
ー
ム
〃

は
成
功
し
た
の
か
？

昭
和
９
年
の
『物
が
統
治
地

南
洋
群
島
案
内
』
に
あ
る

「南

洋
珈
琲
」
の
項
を
見
て
み
よ

う
。

《大
正
１５
年
に
コ
ー
ヒ
ー

の
植
付
け
を
為
し
、
目
下
約
八

千
俵
の
生
産
を
為
し
つ
つ
あ
り

国
産
コ
ー
ヒ
ー
と
し
て
注
目
さ

れ
て
い
る
》
。
コ
ー
ヒ
ー
栽
培

の
た
め
に
サ
イ
パ
ン
島
で
約
２

０
０
町
歩

（※
１
町
歩
は
１
つ

弱
）
を
耕
作
し
、
約
７
千
坪
の

工
場
を
有
し
て
い
る
。
隣
接
の

南
と
北
の

ロ
タ
島
に
約
２
０
０
町
歩
の
土

地
貸
し
下
げ
を
受
け
、

《近
く

同
島
に
拡
張
耕
作
を
為
す
こ
と

に
な
っ
て
い
る
》
と
あ
っ
た
。

公
的
な

『
南
洋
庁
統
計
年

鑑
』

（同
庁
刊
）
も
、
南
洋
群

島
に
お
け
る

「珈
琲
」
の
作
付

面
積
は
日
本
統
治
が
始
ま
っ
た

大
正
１１
年
か
ら
昭
和
９
年
ま
で

に
約
３
倍
に
増
加
し
た
、
と
書

い
て
い
る
。
そ
の
ほ
と
ん
ど
が

サ
イ
パ
ン
支
庁
内
八
サ
イ
パ
ン

島
、
ロ
タ
島
）
だ
が
、
パ
ラ

オ
、
ポ
ナ
ペ
の
両
支
庁
内
で
も

つ
く
ら
れ
て
い
る
、
と
い
う
。

資
料
や
統
計
だ
け
を
見
れ

ば
、
南
洋
群
島
に
お
け
る
コ
ー

ヒ
ー
事
業
は

「前
途
有
望
」
だ

っ
た
と
見
え
な
く
も
な
い
。

「
国
産
」
目
指
し
た
男

で
は

『南
洋
珈
琲
』
の
社
長

を
務
め
た
住
田
と
は
、
ど
ん
な

人
物
だ
っ
た
か
。
南
洋
よ
り
も

先
に
住
田
が
進
出
し
た
『布
畦

日
本
人
銘
鑑
』

（昭
和
２
年
）

に
記
載
が
あ
る
。

明
治
１５

（１
８
８
２
）
年
、

広
島
県
出
身
。
小
学
校
卒
業

後
、
ハ
ワ
イ
ヘ
渡
り
、
叔
父
経

日本統治下の南洋群島 (戦前・戦中)
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営
の
商
店
に
勤
め
た
後
、
住
田

商
会

（後
に
住
田
物
産
）
を
設

立
し
て
独
立
。
酒
造
業
な
ど
を

手
掛
け
、

《顕
著
な
る
成
功
を

勝
ち
得
て
巨
万
の
資
産
を
作
っ

た
》
と
い
う
。

こ
の
立
志
伝
中
の
人
物
が
興

し
た
事
業
の
ひ
と
つ
が
コ
ー
ヒ

ー
事
業
だ
っ
た
。
ハ
ワ
イ
産
の

コ
ナ
・
コ
ー
ヒ
ー
の
販
売
を
手

掛
け
て
い
た
住
田
は
新
天
地
を

目
指
し
、
ハ
ワ
イ
時
代
の
部
下

と
と
も
に

「南
洋
珈
琲
」
を
創

設
す
る
。
後
に
は
、
や
は
り
日

本
統
治
下
に
あ
っ
た
台
湾
で
の

栽
培
に
も
乗
り
出
す
。

目
指
す
は
「南
洋
の
国
産
」

コ
ー
ヒ
ー
だ

し。
当
時
、
日
本
人

の
コ
ー
ヒ
ー
嗜
好
は
高
ま
っ
て

い
た
の
に
、
豆
の
多
く
を
ブ
ラ

ジ
ル
な
ど
か
ら
の

「輸
入
」
に

頼
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

余
談
を
ひ
と
つ
。
日
本
で
初

め
て

「
コ
ー
ヒ
ー
牛
乳
」
を
製

品
化
し
た
会
社
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

日
本
統
治
時
代
の
ロ
タ
島
の
街

の
風
景
――
大
西
喜
代

一
氏
提
供

ジ
に
よ
れ
ば
、
コ
ー
ヒ
ー
牛
乳
　
歩
を
開
拓
す
る
べ
く
企
画

の
誕
生
に
は
、
ハ
ワ
イ
の
コ
ナ
　
（略
）
本
島
は
群
島
中
珍
ル
く

。
コ
ー
ヒ
ー
を
販
売
し
て
い
た
　
水
の
豊
富
な
島
で
農
場
の
如
き

住
田
が
一
役
買
っ
て
い
た
と
い
　
は
既
に
水
道
を
利
用
…
新
興
ロ

う
。
話
が
そ
れ
た
。　
　
　
　
　
　
夕
と
し
て
飛
躍
的
発
展
を
予
想

作
家
が
見
た
回
夕
島
一
　

飛
帥
∝
紳
耗
一
ポ
練
耗
誨

れ ′′び

ロ
ダ
島
は
、
サ
イ
パ
ン
と
グ
　
い
る
か
の
書
き
ぶ
り
だ
が
…
。

ア
ム
の
ほ
ぼ
中
間
に
あ
る
伊
豆
　
　
そ
の
少
し
前
、
島
を
訪
間
し

大
島
く
ら
い
の
小
島
だ
。　
　
　
　
た
作
家
の
紀
行
文
も
紹
介
し
よ

一
時
、
無
人
化
し
た
が
、
日
　
う
。
１０
年
に
南
洋
群
島
を
訪

本
統
治
下
で
製
楯
業
や
弼
鉱
業
　
れ
、
ロ
タ
婦
一海
も
渡
っ
た
放
浪

の
ほ
か
、
コ
ー
ヒ
ー
や
カ
カ
オ
　
作
家
、
安
藤
盛
の
『南
洋
記

栽
培
な
ど
が
行
わ
れ
、
昭
和
１２
　
踏
査
紀
行
』

（１４
年
）
だ
。
南

年
の
邦
人
人
口
は
７
千
人
近
く
　
洋
群
島
は
３
度
目
の
安
藤
も
交

に
増
加
。
こ
れ
に
伴
い
、
日
本
　
通
の
便
が
悪
い
ロ
タ
島
へ
渡
る

の
統
治
機
関
。
南
洋
庁
が
同
年
　
の
は
初
め
て
。
安
藤
は
、
南
興

８
月
、
ロ
タ
島
に
出
張
所
を
設
　
社
員
の
案
内
で
サ
イ
パ
ン
↓
テ

け
た
ほ
ど
だ
。　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
ア
ン
↓
ロ
タ
ヘ
と
汽
船
を
乗

南
洋
群
島
へ
の
日
本
人
移
住
　
り
継
い
で
向
か
う
。

者
向
け
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

『南
　
　
ロ
タ
島
の
イ
メ
ー
ジ
と
い
え

洋
群
島
移
住
案
内
』

（１３
年
　
ば
《屁
と
、
猛
σ
住
む
荒
地，
》

版
）
も
ロ
タ
島
を

″
イ
チ
推
　
《太
平
洋
上
の
孤
島
》

《中
央

し
″
に
挙
げ
て
い
る
。
《
…
昭
　
に
千
四
百
五
十
尺

（約
４
４
０

和
十
五
年
度
ま
で
三
千
三
百
町
　
梼
）
の
高
峰
が
あ
る
》
。
そ
し

て
、
安
藤
の
関
心
は
コ
ー
ヒ
ー

よ
り
も
、
南
興
に
よ
る
砂
糖

（製
糖
工
場
）
に
あ
っ
た
ら
し

い
。

『
南
洋
記
…
』
に
は

《
（南
興
は
）
サ
イ
パ
ン
、
テ

ニ
ア
ン
島
を
開
拓
し
…
今
度
、

新
た
に
ロ
タ
島
の
開
発
に
手
を

つ
け
た
。
無
人
島
で
あ
っ
た
ロ

タ
か
ら
砂
糖
を
産
出
し
よ
う
と

し
て
い
る

（略
）
私
は
何
と
し

て
で
も
ロ
タ
島
に
渡
っ
て
み
た

く
な
っ
た
の
だ
》

で
は
、
肝
心
の
コ
ー
ヒ
ー
は

…
と
い
え
ば
、
記
述
は
そ
っ
け

な
い
。

《
一
軒
の
家
が
林
を
ま

ば
ら
に
開
墾
し
た
中
に
立
っ
て

い
た
。
そ
こ
は
コ
ー
ヒ
ー
を
栽

培
す
る
会
社
だ
っ
た
…
日
本
に

輸
入
さ
れ
て
い
る
南
米
あ
た
り

の
コ
ー
ヒ
ー
を
防
止
す
る
と
、

意
気
甚
だ
高
か
っ
た
》
と
書
き

つ
つ
も
、
コ
ー
ヒ
ー
栽
培
が
あ

ま
り
に
小
規
模
な
こ
と
に
安
藤

は
言
葉
を
失
う
。

《悲
壮
な
カ

ル
カ
チ
ュ
ア

（※
戯
画
）
に
涙

さ
へ
あ
ふ
れ
て
来
る
》

「味
」
に
も
容
赦
が
な
い
。

《南
米
コ
ー
ヒ
ー
よ
り
も
、
も

っ
と
粗
悪
で
、
そ
の
香
気
さ
へ

低
い
》
。
そ
の
上
で
《猫
の
額

の
広
さ
の
島
で
や
っ
て
い
る
人

々
の
気
持
ち
を
汲
ん
で
や
ら
ね

ば
な
ら
な
か
っ
た
…
彼
ら
の
、

涙
ぐ
ま
し
い
努
力
に
最
大
の
敬

意
を
捧
げ
つ
つ
…
》
と
最
後
は

″同
情
モ
ー
ド
″
だ
。

成
功
を
見
ず
に
終
戦

安
藤
は
コ
ー
ヒ
ー
ヘ
の
関
心

の
な
さ
も
手
伝
っ
て
厳
し
過
ぎ

る
よ
う
に
も
感
じ
る
。
で
は
実

際
に
は
ど
う
な
っ
た
か
？

結
論
か
ら
言
え
ば
、
南
洋
群

島
に
お
け
る

「国
産
」
コ
ー
ヒ

ー
の
夢
は
、
事
業
と
し
て
大
成

功
し
た
と
は
い
え
な
い
。
戦
火

が
激
し
く
な
り
、
そ
の
ま
ま
終

戦
を
迎
え
て
し
ま
う
。
戦
後
、

コ
ー
ヒ
＝
畑
は
放
置
さ
れ
た
。

と
こ
ろ
が
だ
、
こ
の
ま
ま
じ

ゃ
終
わ
ら
な
い
。
日
本
秋
が
植

え
た
コ
ー
ヒ
ー
は

″健
気
に

も
″
生
き
な
が
ら
え
て
い
た
の

で
あ
る
。
そ
の
「奇
跡
」
が
南

洋
産
コ
ー
ヒ
ー
の
夢
を
つ
な

ぐ
。
続
き
の
物
語
は
次
回
…
。

＝
敬
称
略

（編
集
委
員
　
喜
多
由
浩
）

＝
隔
週
掲
載

o支庁所在地

樺
太
と
南
洋
統
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戦
前
か
ら
日
本
統
治
下
の
南

洋
群
島
で
行
わ
れ
た

「国
産
」

コ
ー
ヒ
ー
の
取
り
組
み
は
終
戦

に
か
け
て
、
ど
ん
な
経
緯
を
た

ど
っ
た
か
？
　
南
洋
庁
編

『．南

洋
群
島
要
覧
』
の
記
述
を
見
て

み
よ
う
。
昭
和
１３

（
１
９
３

８
）
年
版

一
農
業

一
の
欄
に

『珈
琲
』
の
項
が
あ
る
。

《将
来
相
当
有
利
の
事
業
た

り
得
る
見
込
み
…
昭
和
三
年
度

よ
り
珈
琲
栽
培
に
対
し
奨
励
金

を
下
付
し
斯
業
の
発
達
を
図
る

こ
と
と
せ
り
》
と

″明
る
い
未

来
″
が
書
か
れ
て
い
る
ｃ
と
こ

ろ
が
、
奨
励
金
の
交
付
額
や
受

給
人
員
は
年
々
、
減
少
。
年
度

別
推
移
表
に
よ
れ
ば
、
８
年
度

の
日
本
人
の
受
給
人
員
が
１
７

８
人
、
金
額
は
約
４
４
０
０
円

だ
っ
た
の
に
対
し
、

１２
年
度
は

わ
ず
か
２
人
に
減
り
、
金
額
も

１
１
０
円
で
し
か
な
い
。

１５
年
版

『南
洋
群
島
要
覧
』

に
な
る
と
コ
ー
ヒ
ー
の
記
述
は

わ
ず
か
に
な
り
、

１７
年
版
で
は

消
え
て
い
る
。
南
洋
群
島
で

は
、
米
軍
に
よ
る
侵
攻
が
近
づ

き
、
サ
イ
パ
ン
で
は
、

１９
年
の

初
め
か
ら
日
本
人
の
本
土
疎
開

が
始
ま
り
、
同
年
７
月
、
日
本

軍
が
玉
砕
。
島
内
は
壊
滅
的
な

被
害
を
受
け
た
。
コ
ー
ヒ
ー
農

園
も
し
か
り
で
あ
る
。

″
衰
退
″
の
理
由
が

一
戦

争
」
だ
っ
た
の
か
、
南
洋
群
島

に
戦
禍
が
及
ぶ
前
に
そ
の
傾
向

が
始
ま
っ
て
い
る
な
ら
ば
、
島

嶼
の
厳
し
い
気
象
や
経
済
的
問

題
な
ど
別
の
要
因
も
あ
っ
た
の

か
、
は
っ
き
り
し
な
い
。

た
だ
戦
禍
に
限
れ
ば
、
少
し

南
と
北
の

島
物

最
初

に

″
扉
を
開
け
た
〃
の

は

、
大

西

喜

代

一
（
７１

）
で
あ

る
。
ち
な
み
に

コ
ー
ヒ
ー
と
は

何

の
関
係
も
な
い

「
Ｋ
Ｆ
Ｃ
ト

ラ
イ
ア
ス

ロ
ン
ク

ラ
ブ
」

の
代

表
だ
。
大
自
然

に
魅

せ
ら
れ
た

大
西
は
約

３０
年
前
か
ら

ロ
タ
島

に
通
い
、
１
９
９
４
年
以
降
、

２０
年
以
上
に
わ
た
り

、
こ
の
島

を
舞
台

に
ト
ラ
イ
ア
ス

ロ
ン
の

大
会
を
開
催
し
て
き
た
。

と
こ
ろ
が
２
０
０
１
年

の
米

中
枢
同
時

テ

ロ
以
来
、
航
空
需

要
が
落
ち
込
み
、

こ
の
地
域

ヘ

の
路
線
撤
退
が
相
次
ぐ
。

つ
い

に
は

ロ
タ
島

へ
の
定
期
便
運
航

が
廃
止
さ
れ
、
観
光
収
入
を
メ

イ

ン
と
し
て
い
た
島

の
経
済
は

大
打
撃
を
受
け
た
。
ト
ラ
イ
ア

赤
く
色
づ
い
た
回
タ

島
の
コ
ー
ヒ
ー
の
実

ス
ロ
ン
の
大
会
も
、

１７
年
を
最

後
に
開
催
中
止
に
追
い
込
ま
れ

て
し
ま
う
。

「何
と
か
し
て
島
の
経
済
を

再
活
性
化
さ
せ
、
も
う
一
度
、

．ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
の
大
会
を
開

き
た
い
」
。
大
西
は
、
か
つ
て

こ
の
島
で
ご
ら
そ
う
に
な
っ
た

島
産
の
１
杯
の
コ
ー
ヒ
ー
を
思

い
出
す
。　
一ふ
と
、
ひ
ら
め
き

ま
し
た
。

「農
業
」
で
島
の
経

済
を
復
活
さ
せ
ら
れ
な
い
か
？

ロ
タ
の
市
長
に

『島
の
ど
こ

か
に
コ
ー
ヒ
ー
の
本
が
あ
る
は

ず
ｃ
探
し
て
み
な
い
か
」
と
話

を
持
ち
掛
け
た
の
で
す
‐一

そ
れ
は

「雲
を
つ
か
む
よ
う

な
」
話
だ
っ
た
が
、
長
年
に
わ

た
る
大
会
開
催
の
実
績
が
あ
っ

た
大
西
に
は
島
に
人
脈
が
あ

り
、
信
頼
も
さ
れ
て
い
た
。
少

人
数
で
ゆ
っ
く
り
と
だ
が
、
市

役
所
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
動
き

始
め
た
の
で
あ
る
．

日
本
が
植
え
た
木
だ

そ
れ
か
ら
約
１
年
後
の
１８
年

６
月
、
市
役
所
の
担
当
者
が
島

の
最
高
峰
、
サ
バ
ナ
山
中
腹
の

ジ
ャ
ン
グ
ル
で
コ
ー
ヒ
ー
の
本

が

「自
生
す
る
群
生
地
一
を
発

見
し
た
ｃ
調
べ
て
み
る
と
，
１９

世
紀
以
前
の
ス
ペ
イ
ン
統
治
時

代
に
コ
ー
ヒ
ー
を
栽
培
し
て
い

た
こ
と
を
記
録
し
た
文
書
が
見

つ
か
り
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
沸

き
立
つ
。
だ
が
、
ど
う
も
お
か

し
い
。
ス
ペ
イ
ン
時
代
の
コ
ー

ヒ
ー
栽
培
の
痕
跡
も
見
つ
か
っ

て
い
た
が
、
海
岸
付
近
に
あ
っ

た
か
ら
だ
。

こ
こ
で
、
も
う
ひ
と
り
の
日

本
人
が
登
場
す
る
。
コ
ー
ヒ
ー

の
農
事
分
野

・の
ス
ベ
ル
ャ
リ
ス

ト
、
Ｕ
Ｃ
Ｃ
上
島
珈
琲
の
農
事

調
査
室
長
、
中
平
尚
己
（
５５
）

だ
ｃ
大
西
の
依
頼
で
ロ
タ
島
の

群
生
地
を
訪
れ
た
中
平
は
、
こ

の
森
の
中
に
生
え
る
フ
オ
レ
ス

ト
コ
ー
ヒ
ー
の
木
や
葉
を
見
て

″あ
る
可
能
性
″
に
気
づ
く
ｃ

ス
ペ
イ
ン
で
は
な
く
、
か
つ
て

日
本
統
治
時
代
に
日
本
人
が
ハ

ワ
イ
か
ら
持
ち
込
ん
だ
コ
ナ
・

コ
ー
ヒ
ー
に
似
て
い
る
の
で
は

な
い
か
？

一
（研
究
機
関
で
）
遺
伝
子

の
検
査
も
行
い
、
や
は
り
日
本

人
に
よ
る
コ
ナ
で
主
に
栽
培
さ

れ
て
い
る
テ
ィ
ピ
カ
種
か
ら
の

伝
播
の
流
れ
の
可
能
性
が
高
い

こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
人
工

的
に
移
植
さ
れ
、
放
置
さ
れ
た

コ
ー
ヒ
ー
が
自
然
の
生
態
系
の

中
で
約
８０
年
も
の
間
、
脈
々
と

子
孫
を
残
す
な
ん
て
通
常
な
ら

あ
り
得
な
い
こ
と
。
奇
跡
的
に

条
件
が
整
っ
た
の
で
し
ょ
う

ね
３
ロ
マ
ン
を
感
じ
ま
し
た
一

見
つ
か
っ
た
群
生
地
は
、

「南
洋
珈
琲
一
の
コ
ー
ヒ
ー
畑

の
跡
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

高
い
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル

俄
然
、
市
役
所

の
プ

ロ
ジ

ェ

ク
ト
も
本
気

に
な

っ
た
．
自
生

地
か
ら
採
取
し
た
実
か
ら
苗
木

を
育
て
、
今
は
別
に
確
保
し
た

公
営
地

に
新
た
な
畑
を

つ
く

っ

て
、
数
千
本

の

コ
ー
ヒ
ー
の
本

を
栽
培
し
て
い
る
。

大
西
は
ク
ラ
ウ
ド

フ
ァ
ン
デ

ィ
ン
グ
で
資
金
を
集
め
、
サ
ポ

ー
ト
Э
後
に
は
本
国

ア
メ
リ
カ

か
ら
補
助
金
も
付

い
た
ｃ
中
平

に
よ
れ
ば
、
製

品
化

に
は

「
５

年
は
か
か
る

一
と
い
い
、
ま
だ

ま
だ
課
題
も
多

い
が
、
今
や
関

係
者

に
は
希
望

の
方
が
強

い
。

そ
れ
は
、
　

一
品
質

の
高
さ
」
と

「
希
少
価
値
」
だ
ｃ

採
れ
た
少
量

の
実
を
焙
煎
し

て
試
飲
し
た
中
平
は

「
柑
橘
系

の
フ
ル
ー
テ
ィ
ー
さ
、
酸
味
や

心
地
よ

い
甘
み
も
あ
り
、
ポ

テ

ン
シ
ャ
ル
は
高

い
。
島

の
コ
ー

ヒ
ー
は
、
少
量
生
産

に
な
ら
ざ

る
を
得
な
い
が
、
半
面
、
個
性

が
あ
り
、
そ
れ
が
付
加
価
値
に

な
る
強
み
を
持

っ
て
い
る
と
思

い
ま
す
」
と
言
う
。

中
平
は

〃
奇
跡

の
リ
レ
ー
″

で
受
け
継
が
れ
、
新
た
に
生
ま

れ
た
島

の
コ
ー
ヒ
ー
を
大
西
の

ト
ラ
イ
ア
ス

ロ
ン
大
会
名
に
ち

な
ん
で

「
ロ
タ
ブ
ル
ー

コ
ー
ヒ

ー
」
と
名
付
け
た
。
大
西
と
中

平

の
思
い
は
、
事
業
化

に
成
功

し
、
島

の
名
産
と
な

っ
た

コ
ー

ヒ
ー

の
姿
を
見
届
け
る

こ
と
で

あ
る
。
　

　

　

　

　

＝
敬
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委
員
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由
浩
）
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島 (戦前・戦中)

ロタ市長にクラウドファンディングで
集めた資金を渡す大西喜代一さんG

(写真はすべて大西氏提供)
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離
れ
た
ロ
タ
島
は
比
較
的
、
被

害
が
少
な
か
っ
た
。

「南
洋
珈

琲
株
式
会
社
」
が
サ
イ
パ
ン
の

次
に
進
出
し
、
コ
ー
ヒ
ー
を
栽

培
し
た
、
あ
の
小
島
で
あ
る
ｃ

そ
の
こ
と
が
、
約
８０
年
後
に

一‐奇
跡
」
を
生
む
。

バ
ト
ン
を
受
け
取
る

自
然
の
神
秘
の
前
に
は
、
ち

っ
ぽ
け
な
人
知
な
ど
、
及
ば
な

い
の
か
も
し
れ
な
い
。
ロ
タ
島

の
コ
ー
ヒ
ー
の

「奇
跡
一
。
そ

れ
は
、
日
本
統
治
時
代
に
日
本

人
が
持
ち
込
ん
だ
コ
ー
ヒ
ー
の

本
が
戦
禍
を
免
れ
た
こ
と
で
野

生
化
し
て
代
を
重
ね
、
約
８０
年

後
の
現
代
に
生
き
残
っ
て
い
た

と
い
う

「夢
の
物
語

一
で
あ

る
。
ま
さ
に
自
然
の

″奇
跡
の

リ
レ
ー
″
で
あ
っ
た
。

そ
し
て
、
リ
レ
ー
の
バ
ト
ン

を
受
け
取
っ
た
日
本
人
や
チ
ャ

モ
ロ
人
ら
現
地
島
民
に
よ
っ
て

コ
ー
ヒ
ー
復
活
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
が
始
動
す
る
．
取
り
組
み
は

Ｎ
Ｈ
Ｋ
Ｂ
Ｓ
の
ド
キ
ュ
メ
ン
タ

リ
ー
で
も
放
映
さ
れ
た
ｃ

80年前のコーヒー「奇跡」のリレー

o支庁所在地
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